
はじめに

アクスルピボット渦電流探傷試験/電磁誘導検査事例

自動車駆動部の部品として使用されているアクスルピボットは、機械的に高い負荷がかかる重
要機能部品の一つです。
形状に合わせて、プローブで走査し、微小な欠陥（クラック）や組織変性部を検出し、高い負荷の
かかるアクスル部は熱処理における材料硬化が正常であるか正確に検査する必要があります。
異なる検査目的/検査方式に加えて形状によっては専用プローブを必要としますが、材料回転方
式を採用することにより機械的制御範囲を最小限にとどめ簡便な検査工程を実現しています。
多彩な検査要望に応えて、世界の自動車関連企業様から大きなご支持をいただいております。
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